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	（１）最初に、会員の一人から、次のとおり、議題に関する報告が行われた。
	○　損害賠償請求事件（大阪地裁平成28年12月12日判決、判例時報2332号29頁、以下「本件判決」という。）は、豊中市立小学校教諭として勤務していたＸが、定年退職を前に、豊中市教育委員会に対して、再任用教職員採用選考の申込みをしたところ、同委員会から不合格とされたため、国家賠償法１条１項に基づく損害賠償の支払を求めた事案である。
	Ｘは、卒業式における国旗掲揚・国歌斉唱の際に、「日の丸、君が代に反対します」という趣旨の発言をし、着席したまま君が代の斉唱をしなかった非違行為により、戒告処分を受けている。
	また、Ｘは、平成16年に評価・育成システムが導入されて以降、定年退職に至るまで、毎年、自己申告票を提出しなかった。
	○　思想・信条に間接的な制約はあるにしても、それを許容し得る必要性と合理性があれば、憲法19条に違反しないとの判断が、最高裁で確定しており、その判旨を本件判決も援用している。
	○　自己申告票の提出については、新たな論点であるが、本件判決は、憲法19条における思想・良心の自由とは、世界観、人生観等個人の人格形成に必要ないしはそれに関連のある内面的な精神的作用を指すとして、一般道徳上、常識上の事物の是非、善悪の判断や一定の目的のための手段、対策としての当不当の判断を含まないといういわゆる狭義説に基づいて、自己申告票の提出についても、憲法19条違反ではないとしている。
	○　あくまで再任用であるから、全員を合格させることが原則ではないし、高齢者の生活保障という要素があるとしても、公務の能率的運営の確保という趣旨も有しているという観点から判断すると、再任用の合否とか採否の判断に当たっては、任命権者は広範な裁量権を有しているといえる。
	○　Ｘの非違行為となった職務命令違反行為は決して軽微なものとはいえず、また、採用した後も同様の行動を行うであろうことを懸念するという任命権者の理由の一つも、一つの評価として、マイナスの評価をすることが当然できるといえる。
	〇　自己申告票の提出も法的義務であり、８年にわたって一度も提出しないということは、決して軽微なものであるとはいえない。
	〇　再任用については、過去には裁量権を広範に認める裁判例がいくつか存していたが、最近それと異なる傾向の裁判例が出てきていた。
	福岡高判平成25年９月27日は、手続面からアプローチし、面接手続の遺漏を問題視して、任命権者の再任用拒否に対して、損害賠償を認めている。
	東京高判平成26年10月30日は、再任用の更新を拒否した事案であり、面接の評価が著しく合理性を欠くなどとしている。
	東京高判平成27年12月10日は、職員が裁量権の逸脱のない公正な選考を受け、再雇用制度等により設けられた雇用の機会が得られることについて、法的利益（期待権）があるとしており、「公正な選考を受ける利益」というものを明確に打ち出している。最高裁が国歌斉唱に関する不利益処分について既に判示していた、国歌斉唱時に起立しないなどの不作為は職務命令違反であるが、それほど重大な違法性のある行為ではない（戒告は相当とするが、減給以上の処分は特別の事情を要する）という価値判断を、再任用の場面でも用いて、不起立とい...
	〇　このように裁量権の範囲を厳格に解する裁判例が出現する中で、その代表例ともいうべき東京高判平成27年12月10日の判断を覆したのが、最判平成30年７月19日である。その要旨は、以下のとおりである。
	再任用制度の採用について従前の勤務成績の評価に係る法令等の定めはないから、合否の判断については、基本的に任命権者の裁量に委ねられている。再任用制度等は、定年退職者等の雇用の確保や生活の安定を目的として含むが、教育行政等の効率的な運営を図る目的をも有するから、裁量権の範囲が大きく制約されるものと解することはできない。職務命令に違反したことを被上告人らに不利益に考慮し、これを他の個別事情のいかんにかかわらず特に重視すべき要素であると評価し、そのような評価に基づいて、不合格等の判断をすることが、...
	〇　最高裁は、判断過程審査のうち実質的考慮事項審査（各考慮事項について重要度を評価し、当該評価を誤った場合も裁量権の逸脱濫用を認める。）の手法をとった上で、任命権者が不起立という不作為を重視した点について、再任用の場面では裁量権の逸脱はないと判断したと解される。
	〇　最高裁は、再任用の問題は、すでに任用関係にある不利益処分（懲戒処分）の問題とはアプローチを変え、任命権者に広範な裁量を認めている。この最高裁判例は、再任用の場面では、国旗・国歌の問題に限らず、今後かなりの影響力を持つと思われ、下級審の裁判所も、例えば再任用の要綱の要件について（従来一部裁判例で見られたような）裁判所が逐一判断代置するようなアプローチではなく、当局側の裁量権を尊重した謙抑的なアプローチになっていくのではないかと思う。

